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平成 22 年 3月
取手定例市議会

取手駅東口改札構内の早期
「バリアフリー化」を求める

請願書…採択
エレベーター、エスカレーター

の設置を求めるもの

取手駅東口改札からホームに
上がる階段にエスカレーター
を設置することに関する

請願書…採択

平成 22 年 3月
取手定例市議会
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取 手 駅
東口構内

5 月 19 日、取手駅東口で署名行動
する「取手生活と健康を守る会」の
メンバーら

　全国生活と健康を守る会連合会は 1954 年に誕生。
取手でも「取手生活と健康を守る会」として活動し
ています。これまで、「会」は取手市立福祉会館のエ
レベーター、音の出る信号機、ひとり暮らしの高齢
者への緊急通報システム、はり・きゅうマッサージ
助成制度、白内障の眼内レンズへの健康保険適用な
どみなさんとの運動で実現してきました。
　現在は、多くの市民の願いでもある取手駅東口の
バリアフリー化をなんとしても実現させたいとＪＲ
東日本、取手市へ要望する２つの署名を取り組んで
います。ご協力をよろしくお願いします。

「取手生活と健康を
守る会」代表の
相楽依久雄

( さがら　いくお ) さん
井野団地在住

　取手駅東口のバリアフリー化 ( エレベーター・
エスカレーター設置など ) を求める声は多く、高
齢者、障害者にとっては切実な問題です。これま
で多くの市民や市民団体は、取手市議会に対し「市
がＪＲ東日本へ要望することを求めた請願書」を
提出したり、ＪＲ東日本に対しても直接出向き要
望したりしてきました。
　日本共産党市議団も市民のみなさんや国会議員
とともにＪＲ東日本に対し交渉してきました。
　すでに利用者が 5000 人を超える鉄道駅では
94%がバリアフリー化・段差解消を実現しており、
早期実現は当然の要望です。

早期実現のためには、取手市がＪＲ東日本と
の協議を促進させることが極めて重要です。

「一人はみんなのために、みんなは一人のために」を合言葉に
ー取手生活と健康を守る会ー

ー連絡先／ 0297-72-5593 ー

　国、地方自治体、鉄道事業者では、「バ
リアフリー法」「バリアフリー基本方針」
に基づき、バリアフリー化をすすめてい
ます。特に一日当たり 5000 人を超える
乗降客がある駅のバリアフリー化促進を
求めています。これによりバリアフリー
化は、全国で 94%( 平成 24 年 3月 31 日
現在 ) まで進んでいます。
　しかし、乗降客が一日当たり約 6 万
人の取手駅は、未整備のままです。

全国で 94%が整備完了
取手駅は未整備のまま



取手市の歯止めがかからない人口減をみると…
20歳～ 34 歳で 5,011 人減、50 歳～ 59 歳で 5,784 人減最近の

6年間で 〝若者が住み続けたい〟まちづくりへの施策が急務

職員削減のもとで「非正規」の割合が増大…

市の人口減の
原因はどこに
あるのかしっ
かりした検証
が必要です。

　藤井市政になって約 6 年…。取
手市の人口減に歯止めがかから
ず、約２千人減少しています。
〝人口減は自然現象〟と言わんば
かりに市は有効な手立てをとら
ず、逆に若者・子育て世代にとっ
ては、最悪の公立保育所削減、公
立小学校削減などすすめていま
す。若者、子育て世代に〝魅力の
ない街〟になっています。
　取手市の将来をになう 20 代か
ら 30 代前半の年齢階層では、6
年間で約５千人が取手市を離れて
います。また、老後の生活設計が
心配される、人生の転機を迎える
55 ～ 59 歳の層でも約 6 千人の減
少となっています。

〝人口減〟現象はあるとしても、
取手市の人口減に歯止めがかから
ない「原因はどこにあるのか」、「市
の施策に問題がないのか」などしっ
かりとした検証が必要です。
　市長の独断先行をあらため、住
民本位の施策が求められています。

子育て支援 ( 保育の充実、医療費無料化、少人数学級、安全な通学路など )・雇用応援

　全国でも正規雇用から非正規雇
用への置き換えがすすんでいます。
1 から 3 月の正規雇用労働者が前
年同期比で 53 万人減少する一方
で、非正規雇用は 65 万人増加し
ました。雇用者に占める非正規雇
用の割合は 36.3%、前年比 1.2%
上昇しました。
　取手市の場合、市職員削減のも
とで、非常勤・臨時などの非正規
雇用の割合は 38.8% までに増大し
ています。。国よりも割合が高く、
地元経済の影響が懸念されます。
 　所得を増加させ、雇用を安定さ
せる政策こそが必要です。

雇用を安定させる政策
こそ必要です

単位/人

6年間での
増減

年齢階層 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H25-H19

0～4 4,148 4,043 3,998 3,966 3,914 3,744 3,768 -380

5～9 4,365 4,282 4,239 4,166 4,190 4,176 4,093 -272

10～14 4,733 4,660 4,681 4,686 4,550 4,399 4,348 -385

15～19 5,291 5,136 4,946 4,880 4,855 4,756 4,799 -492

20～24 6,391 6,051 5,776 5,510 5,255 4,996 4,992 -1,399

25～29 7,188 6,867 6,540 6,302 6,091 5,778 5,534 -1,654

30～34 8,351 7,968 7,597 7,253 6,889 6,609 6,393 -1,958

35～39 7,852 8,001 8,212 8,354 8,351 8,031 7,793 -59

40～44 6,402 6,630 6,896 7,099 7,338 7,678 8,047 1,645

45～49 5,965 5,978 5,933 6,074 6,308 6,322 6,651 686

50～54 7,486 6,914 6,525 6,292 6,038 5,925 6,078 -1,408

55～59 11,259 10,288 9,526 8,653 7,866 7,333 6,883 -4,376

60～64 9,994 10,432 10,531 10,864 11,348 11,000 10,103 109

65～69 8,492 9,005 9,706 9,998 9,756 9,645 10,144 1,652

70～74 5,657 6,107 6,491 6,910 7,355 8,049 8,571 2,914

75～79 3,693 3,918 4,095 4,305 4,681 5,086 5,533 1,840

80～84 2,464 2,583 2,714 2,872 2,984 3,089 3,270 806

85～89 1,381 1,441 1,521 1,600 1,651 1,754 1,859 478

90～94 613 638 665 673 761 789 825 212

95～99 165 175 192 207 211 221 235 70

100～ 10 19 24 30 36 31 36 26

111,900 111,136 110,808 110,694 110,428 109,411 109,955 -1,945

注)　各年の人口数はその年の4月1日時点のものです。（取手市ホームページから）

藤井市長1期目 藤井市長2期目

取手市人口推移

取手市職員数推移 単位/人

H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度

1,003
（18）

970
（12）

905
　（0）

853
（0）

809
（9）

797
（48）

定年 27 40 34 28 40 27

早期 18 25 18 25 20 ?

482 489 516 569 481 506

1,485 1,459 1,422 1,422 1,290 1,303

32.5% 33.5% 36.3% 40.0% 37.3% 38.8%

退職者数

非常勤・臨時（A）

正規+非正規 （B）

非正規雇用率（A/B）

正規職員
（うち採用）


